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たものが大半である（Arrow 1962, Tushman 
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von Hippel 2000, Lüthje, Herstatt and von 
Hippel 2002, Franke and Shah 2003, 水野・小







































































































































（Not Invented Here Syndrome）がしばしば観
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動 を お こ な っ た り す る（von Hippel 1987, 





























し」（Lakhani and Wolf 2005），公開によって
バグ潰しや維持コストの削減などを図る
（Raymond 1999, 竹田・米山 2002），市場や業
界 で 名 声 を 得 る（Lerner and Tirole 2002, 











































































































































































































































３） 例えば , 途上国の外科手術で用いられる感染防止
用の 製品の開発である。これまで外科手術の現
場で は , ドレープと呼ばれる専用の被布が用い
られ てきた。しかしこの製品は製造コストが高
く , とりわけ保険制度が発達していない発展途
上国 で使用することが難しかった。加えて , 医
療水 準や設備も十分ではないこれらの国々の手
術現 場では , そもそも衛生管理も十分ではなか
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